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　「鬼師」という職業がある。鬼瓦をつくる職人だ。市内を歩くと「鬼
〇」という看板を目にするが、あれは鬼瓦を扱う屋号である。一般
家庭の屋根にのせる鬼瓦はもとより、京都や奈良の古寺の文化財級
の鬼瓦の修復なども依頼されている。これまで、東京の歌舞伎座や、
京都の知恩院の鬼瓦を請け負うなど、日本文化の貴重な伝統を守る
役割を担ってきた。古くは、三州の鬼師が全国各地を渡り歩き、そ
の技術を広めたとも聞く。
　「10年勤めて一人前といわれています。祖父の時代だと、最初の
3年は粘土すら触れず親方の手伝いばかりで、5年目ころからよう
やく小さな鬼瓦をつくらせてもらえたそうです。10年経ってやっ
と思いどおりに仕事ができるというのは、今もそう変わらないか
な。」と、鬼師の山本英輔さん（三州鬼瓦製造組合副組合長・青木町）が教えて
くれた。
　厳しい職人の世界ではあるが、家業として続いてきたことから女
性鬼師も存在する。最近ではこの世界に飛び込む若い女性もいるの
だ。子どもたちにも、この職業を知ってもらおうと、展示会のほか
にワークショップなどのイベントも積極的に展開している。「これ
からを担う鬼師として、伝統文化の鬼瓦が、もっと一般の方に知れ
渡るように、新しい分野でインテリアとしても鬼瓦にチャレンジし
たいと考えています。」と加藤佳敬さん（三州鬼瓦製造組合組合長・屋敷町） 
は語る。
　全国に誇れる「鬼師」の伝統・技術、いつまでも語り継げるものと
したい。

早期配布にご協力ください。
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ポルトガル語のページを読んでください !（15ページ）

【第 67 回】
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▲�「鬼みちまつり」では、ランプシェードの指導役を務
めるほか、こどもたちに瓦粘土に親しんでもらおう
とブースを設ける。鬼師と触れ合えるチャンス！今
年の「鬼みちまつり」は10/15(土）の予定

▲�鬼瓦製作実演中の加藤佳敬さん〈写真提供三州鬼瓦製造組合〉

▲
�

上
は
、
先
々
代
の
こ
ろ
の
集
合
写
真（
青
木
町
の
竹
善
に

て
）、
下
は
現
在
の
三
州
鬼
瓦
製
造
組
合
15
軒
の
鬼
師
親

子
集
合
写
真（
森
前
公
園
）。〈
写
真
提
供
三
州
鬼
瓦
製
造

組
合
〉


